
授業コード：13100102 

授業科目  ＊観光学入門 (B クラス) 単位  2 

履      修  必修 関連資格 
 

ナンバリング TO11101J 

開講年次  1 年 開講時期 前期 該当ＤＰ  DP1-3 DP1-4 DP4-1 DP4-2 DP5-2 

担当教員  劉 明 

授業概要  

これから大学人として観光を学んでいくにあたり、必要となる知識や理論を身に付け、観光への見方や考え方を涵養し

ていく。観光学の中で将来どの細目に進むにしても欠かせない内容とする。 

学生が達成すべき       

行動目標 

観光学の基礎的な知識や理論を身に付け、観光に対する見方や考え方を涵養する。 

達成度評価 

評価と評価割合／ 

評価方法 
試験 小テスト レポート 

発表(口

頭、プレ

ゼンテ

ーショ

ン） 

レポート

外の提

出物 

その他 合計 備考 

総合評価割合 0  0  50  0  30  20  100 
 

知識・理解 (DP1-1) 
        

知識・理解 (DP1-2) 
        

知識・理解 (DP1-3) 
  

 10 
 

 5 
 

 15 
 

知識・理解 (DP1-4)    10   5   15  

思考・判断 (DP2-1) 
        

思考・判断 (DP2-2) 
        

関心・意欲 (DP3-1) 
        

関心・意欲 (DP3-2) 
        

態度         (DP4-1) 
    

 5  10  15 
 

態度         (DP4-2) 
    

 5  10  15 
 

態度         (DP4-3) 
        

技能・表現 (DP5-1) 
        

技能・表現 (DP5-2) 
  

 30 
 

 10 
 

 40 
 

技能・表現 (DP5-3) 
        

 
具体的な達成の目安 

理想的レベル 標準的なレベル 

観光学の知識と理論をしっかりと身に付け、観光を見る目、考え

る力を充分に涵養できている。 

観光学の知識と理論を身に付け、観光を見る目、考える力を涵

養できている。 

授業計画 

進行 テーマ・講義内容 授業の運営方法 学習課題(予習・復習） 

予習・復

習時間

(分） 

1 
・ガイダンス 講義 復習 20 
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2 
・観光とは何か 

・観光学とは何か 

講義 復習  80 

3 
・観光史 1（～近世まで） 講義 復習  80 

4 
・観光史 2（近現代） 講義 復習  80 

5 
・さまざまな観光資源 1（日本） 講義 復習  80 

6 
・さまざまな観光資源 2（世界） 講義 復習  80 

7 
・観光の役割 講義 復習  80 

8 
 ・観光の課題 講義 復習  80 

9 
・国際観光 1（インバウンド） 

[観光シンポジウム] 

講義 復習  80 

10 
・国際観光 2（アウトバウンド） 

[観光シンポジウム] 

講義 復習  80 

11 
・観光産業 1（ハード＝宿泊、交通、観光施設） 講義 復習  80 

12 
・観光産業 2（ソフト＝旅行会社、イベント、メディア） 

 

講義 復習  80 

13 
・観光とホスピタリティー1（ホックシールドの感情労働

論） 

講義 復習  80 

14 
・観光とホスピタリティー2（サービスとの違い） 講義 復習  80 

15 
・総復習 講義 復習  80 

16 
    

17 
    

18 
    

19 
    

20 
    

21 
    

22 
    

23 
    

24 
    

25 
    

26 
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27 
    

28 
    

29 
    

30 
    

 

理解に必要な予備

知識や技能 

・実際の観光経験の反芻はもちろん、さまざまなメディアを通して日頃より観光に触れておくこと。 

テキスト 

レジュメを配布する。 

参考図書・教材／

データベース・雑誌

等の紹介 

・溝尾良隆(2015)『改定新版 観光学 基本と実践』古今書院 

・JTB 総合研究所編(2018)第 7 版『観光学基礎 観光に関する 14 章』JTB 総合研究所 

・岡本伸之編(2001)『観光学入門』有斐閣アルマ 

授業以外の学習     

方法・受講生への  

メッセージ 

観光学を修めていく上での最初のステップです。知的好奇心を持って臨んでください。 

達成度評価に関す

るコメント 

 4 年後の卒業論文執筆はもっと専門的になります（ある特定のことを深く掘り下げます）。本講では観光につ

いて基本的な知識や理論を紹介し、観光に対する学術的な見方、考え方を涵養してもらいます。 

 達成度評価の「そのほか」とは、授業への参加・貢献度です。単に出席しているだけではなく、（意義のある）

意見を発言してくれたり、過ぎた講義回での項目について復習していることで簡潔にまとめて説明してくれた

り、といったことが得点の増加に関係します。一方、これらが不十分なだけでなく、授業を中断せざるをえない

ほどの声量で授業とは無関係のことについてしゃべっているなどした場合は得点の減少に繋がります。 

 


